
ず

は
ざ
る
を
以
て
之
を
必
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
前
ひ
、
一一一

年
六
且
に
京
っ
て
そ
の
作
帆
を
似
除
せ
ら
れ
る
こ
と

を
似
た
。

ホ
ヲ
カ
イ
へ
ン
ヨ
ウ
コ
ウ
北
海
強
要
考
五
加
。

奈
川
平
次
が
明
治
三
イ
入
年
の
訟
で
、
六
凶
史
等
に

よ
り、

奥
入
来
初
・以
前
・交
易
相
守
の
氾
邸
を
梨
げ
、

之
が
併
設
を
臨
し
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
ク
ガ
ン
イ
ン
シ
ユ
ウ
北
経
質
問
叩
能
官
町
制

宗
主
光
寺
の
閉
山
で
、
俗
姓
は
原
氏
、
巾
斐
の
人
で

あ
る
。
十
七
献
の
同
定
訟
に
よ
り
姉
強
制
問
山
し
、
出

で
弘
勝
光
寺
天
永

・
天
剛
山
寺
慰
問
に
山
揮
し
、
終
に
宗

開
寺
総
州
諮
翁
か
ら
印
可
を
添
っ
た
。
後
総
持
寺
に

出
帆
し
、
松
門
・信
松
・宗
闘
の
務
寺
に
阪
迎
し
、
晩

年
弘
光
寺
を
淑
め
て
勉
老
し
た
o
w
H
文
二
年
十
二
H
A

二
十
一
出
日
寂
。

ホ

ク

ケ

イ

北

室

↓

ワ
タ
ヤ
ホ
グ
ケ
イ
制
服

b
在
。

1
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ホ
ヲ
コ
タ
ジ
ユ
ン
ジ
ヨ
ウ
キ
北
図
巡
杖
記
五

加
。
外
題
に
は
奇
談
拍
凶
巡
杖
砲
と
し
、
内
山
山
に
北

同
部
談
巡
杖
記
と
す
る
。
金
制
作
の
例
入
H

片山
県
筑
北
慈

悲
。
第
一
巻
加
到
、
第
二
窓
越
中
、
第
三
容
能
B
R

・

越
後
、
第
四
怨
佐
渡
、
第
一
出
品
世
若
狭
・組
前
の
風
光
・

物
産

・
一
計
談
容
を
犯
し
、
仰
士
品
開
時
計
出
自
一
師
、
的
関

附
制
限
お
路
開
人
の
序
、
文
化
み
つ
の
と
し
市
川
紡
除

且
大
酉
澗
竹
判
の
叫
叫
が
あ
る
。
間
四
年
京
都

3
林
出

木
陸
新
右
衛
門
等
板
。
こ
の
世
に
は
若
者
の
北
蛮
を

胎
認
と
刻
し
て
あ
る
。

ホ
タ
コ
安
プ
リ
北
図
的

七

加
。
名
古
庄
の
例

入
総
川
詰
o
H
T
保
七
年
京
杉
生
五
郎
左
御
門
到
す
板
。

鈴
川
は
卒
保
六
年
二
且
か
ら
十
一
且
ま
で
行
脚
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
加
引
に
入
っ
た
の
は
五
且
で
あ

れ，
、
山
中
・小
松
・
元
首
・
金
制
作
で
瓜
交
を
な
し
た
。

柏
市
巾
に
は
能
張
所
口
の
例
入
の
歌
仙
去
六
勾
が
紋
せ

~ 

ホ
タ
シ
デ
ン
北
枝
四
時
一
断
。
元
職
五
年
金
保

の
仙
人
北
技
務
。
こ
の
包
は
附
合
の
格
式
、
自
他
の

約
け
方
に
闘
す
る
ロ
係
争
一
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
出
世

間u
に
、
北
紋
が
三
年
の
工
夫
を
以
て
芭
mm
に
見
せ
た

一
一
訟
で
あ
る
と
犯
し
、
久
し
〈
怖
に
隠
れ
て
ゐ
た
の

を
、
放
あ
っ
て
悦
路
計
測
の
家
に
仰
は
っ
た
と
い
ふ

平
和
元
年
の
奥
訟
も
あ
る
。
又
天
保
七
年
の
序
を
も

っ
悶
日
開
山
陽
史
編
の
三
四
考
に
牧
め
ら
れ
た
附
方
自

他
併
も
、
近
江
口出又
七
開
飯
山
中
問
答
の
附
録
と
し

て
収
め
た
北
校
間
以
考
も
同
一
で
あ
り
、
附
方
自
他
似

ら
れ
て
回
る
け
れ
ど
も
、
紀
行
文
で
見
る
と
加
白
か

ら
慌
ぐ
に
越
巾
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

ホ
グ
サ
ガ
シ
友
故
吉
が

L

一
冊
。
金
搾
の
制

人
他
町
制
。
序
政
刊
記
は
な
い
が
、
首
に
卒
保
十
四

年
己
酋
之
一足
と
あ
り
、
抗
月
十
四
日
束
山
双
林
寺
閑

阿
揃
H
J
で
、
姿
林
・む
仲
・栖
鋭
な
ど
与
一
座
し
た
倣

仙
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ホ

ク

シ

北

枝

』

タ
チ
バ
ナ
ホ
ク

Y

立
花
北

校
。

ホ
ヲ
シ
カ
イ
北
続
倉
一
加
。
金
持
の
仙
人
脂

山
制
。
北
枝
放
後
七
十
二
年
に
抗
っ
て
山
附
さ
れ
た
脇

起
七
十
二
部
の
附
合
を
制
せ
、
そ
の
温
悼
の
伐
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
程
初
に
、
一
苅
桃
山
中
巾
支
考
の
序
を

有
し
謎
智
院
の
地
紙
魚
の
夢
想
の
涯
句
に
よ
る
附
合

の
あ
る
の
も
、
そ
の
巾
に
北
技
が
一
座
し
て
ゐ
ろ
か

ら
で
あ
ら
う
。
谷
米
に

『
泊
政
十
一
未
の
晩
秩
粥
且

イ
二
日
卯
炭
山
春
日
枇
家
に
於
て
、
北
校
合
と
申
そ

め
付
白
紙
し
ぐ
れ
岡
山
』
の
句
が
あ
る
。
刊
担
は

正
9

、
。

引

Lホ
ク
シ
コ
ウ
北
枝
考
仙
人
北
紋
の
一
明
と
せ
ら

れ
る
も
の
で
、
天
保
七
年
の
序
を
も
っ
的
日
陀
臨
塁

の
三
回
考
中
に
収
め
ら
れ
る
。
倒
的
の
附
合
の
作
法

を
し
る
す
。

ホ
ク
シ
ユ
ウ
ザ
ツ
シ
北
州
雑
詩
一
加
。
平
岩

仙
桂
者
。
寛
文
元
年
十
且
仙
柱
が
滞
侯
前
旧
制
綱
紀
の

架
践
に
后
従
し
た
時
の
時
五
十
除
編
を
集
め
た
も
の

で
、
波
金
搾
の
第
一
殴
か
ら
到
術
輸
の
終
的
に
及
ん

で
ゐ
る
。
仙
相
は
こ
の
行
に
於
い
て
到
る
腕
の
腐
悶

を
詩
に
紙
し
、
成
れ
ば
即
ち
侯
の
閲
覧
に
供
し
て
、

長
途
の
依
備
を
慰
め
た
の
で
あ
っ
た
。

米
安
シ
ュ
ン
ホ
俊

金
織
の
盲
人
。
名
は
佼
都
、

観
は
作
山
。
木
は
そ
の
氏
か
屋
放
か
を
修
し
た
の
で

あ
ら
う
。
三
践
に
し
て
明
を
失
ひ
、
三
味
線
を
以
て

栄
と
し
た
が
、
性
風
雅
に
し
て
小
潮
四
一
訴
に
詩
を
弘

び
、
作
刷
出
凶
に
剛
山
じ
て
成
ら
ぬ
は
な
き
に
主
っ
た
。

ホ
ク
ジ
ヨ
ウ
北
丈

i
ナ
ガ
!
ホ
タ
ジ
ヨ
ウ

長
門
北
丈
。

ホ
ク
ジ
ン
北
堅

l
サ
ツ
サ
ホ
ク
ジ

y

佐
A

H
E
O
 

-
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ホ
歩
チ
ョ
ウ
イ
プ
ン
北
徴
遺
文
十
加
。
議
問

平
次
編
。
著
者
が
背
年
以
来
加
越
能
三
州
の
前
社

・

は
ま
た
附
方
八
方
自
他
側
と
言
ふ
こ
と
も
あ
る
。

ホ
昔
、
Y
Fウ
北
校
堂

金
制
仲
間
山
風
制
人
の
崎
川
町
。

年
風
初
め
て
之
を
稿
し
、
そ
の
子
江
彼
綴
附
し
た
。

ホ
ナ
シ
ホ
ツ
ヲ
シ
ユ
ウ
北
枝
設
句
集
一
加
。

加
到
の
例
入
北
海
諸
。
北
校
の
詠
句
を
拾
ひ
集
め
、

間
接
・に
分
か
っ
て
一
径
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

句
敏
春
四
十
茄
句
、
一良
叶
五
句
、
秋
四
十
句
、

各
』日

四
句
、

合
計
百
三
十
四
句
に
過
ぎ
ぬ
。
天
保
壬
一反
春

梅
霊
祭
芯
の
序
、
天
保
壬
反
限
且
下
涜
臨
棋
閑
人
守

邸
門
抽
出
儀
)
の
股
が
あ
る
。
叡
一
冗
不
明
。
若
者
の
餌
も

不
群
。ホ

h
y
シ
ユ
ウ
キ
コ
ウ
北
州
犯
行
一

断
。
羽
倉

昌
興
一
者
。
元
職
r
M
年
九
且
サ
七
日
若
者
が
前
回
綱
紀

に
供
壊
し
て
、
江
戸
か
ら
金
持
へ
蹴
っ
た
時
の
紀
行

で
あ
る
。

守 ホ
ヲ
ハ
ン
ネ
ン
シ
レ
イ
テ
ン
北
藩
年
始
謹
奥

一
加
。
高
木
有
制
話
。
滞
初
以
来
年
始
の
砲
は
略
同

じ
か
っ
た
が
、
文
化
去
年
城
中
段
附
焼
亡
し
、
六
年

似
刷
及
び
諸
都
内
北
川
田
来
の
古
文
訟
を
見
る
侭
に
、
或

は
修
お
L
、
或
は
附
刑
判
M
L
、
文
或
は
腕
幻
し
た
も
の

を
集
め
る
。

ホ
hγ

チ
ョ
ウ
カ
ソ
ウ
キ

北

長
家
騒
記

三
加
。

一
制
改
人
若
。

石
川
泌
架
ヶ
崎
村
の
袋
一白木
原
際
右

衛
門
が
、
加制
μ
滞
の
財
政
務
理
の
郁
に
黙
っ
た
を
奇

貨
と
し
て
、
私
利
を
計
ら
ん
と
し
、
迭
に
家
財
の
牢

簡
を
山
刷
所
に
附
し
、
密
梁
を
停
止
せ
ら
れ
る
に
京
っ

た
こ
と
を
小
説
惚
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
際
布

術
門
が
天
明
五
年
に
禁
獄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る

が
、
本
編
把
械
の
原
は
全
く
架
空
と
忠
は
れ
る
。

ホ
ヲ
チ
ン
ハ
歩
リ
ツ
ユ
ス
ウ
ロ
タ
北
銭
自
立
ニ

崇
鋒
二
加
。
ぉ

mnM同
司
抗
。
白
山
と
立
山
と
の
郁

阪
を
古
今
の
記
録
に
徴
し
て
記
し
た
も
の
と
い
ふ

が
、
現
布
す
る
や
否
や
は
不
明
で
あ
る
。

ボ
タ
ド
ウ
牧
童

4
タ
チ
バ
ナ
ポ
ク
ド
ウ
立

花
牧
認
。

ホ
ク
ド
ウ
リ
ズ
北
道
里
図
点
字
年
中
有
搾
永

氏
の
郭
す
岡
山
。
金
持
よ
り
江
戸
に
主
る
途
上
、
腕山町

の
航
機
、
河
川
内
股
狭
、
山
械
の
方
的
肌
等
を
但
し
、

室
鳩
地
之
に
敏
文
を
加

へ
た
。

ホ
グ
ノ
ウ
ラ
ガ
キ
友
故
裏
番

J
ホ
ゴ
ノ
ウ
ラ

ガ
キ
反
政
附
世
話
。

ホ
ヲ
ハ
ン
カ
h
y
シ
キ
ケ
ン
ヨ
北
藩
格
式
権
輿

一
加
。
抽
出
野
菜
知
若
。
加
賀
滞
で
路
木
二
十
年
か
ら

正
徳
四
年
の
聞
に
起
っ
た
諸
耐
酬
を
集
録
し
た
も
の
。

例
へ
ば
抱
永
二
十
年
東
閉
山
富
酬
を
設
け
、
殴
安
四
年

水
部
で
火
誌
を
諮
る
こ
と
に
な
っ
た
顎
で
あ
る
o
栗

知
は
同
左
衛
門
放
胤
の
統
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
あ

b
'
n，。
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